
令和6年度上半期のご報告
（令和6年4月1日～9月30日)

山口 薫 「木の幹と人」 油彩



令和6年度上半期トピックス 〜たかしんのSDGsへの取組み〜

1.地域経済の活性化

3.環境保全

　地域における金融サービスの提供と、地元中小企業の皆さまへの経営支援を通じて、地域経済の活性化に向けて
取り組んでいます。

地域の事業者を支援「企業サポート部」の新設
　たかしんは、これまで以上に迅速かつきめ細かな事業者支援態勢を構築するために、令
和6年3月に「企業サポート部」を新設しました。株式会社地域経済活性化支援機構（通称：
REVIC）をはじめとする外部専門機関に出向経験のある職員4名を配置し、事業者の実情
に応じた経営改善支援や事業再生支援等への取組みを一層強化しています。

事業サポート相談
　事業者の皆さまが抱えるさまざまな課題に対して、共に解決に向けた手法を考えるた
めに「事業サポート相談」を実施しています。相談申込書の内容に対して、一つひとつ丁
寧に相談に応じ、課題解決に向けたサポートを行っています。

たかしん新世紀クラブ主催ビジネススクール�新入社員研修会の開催
　企業の成長をサポートすることを目的として、「たかしん新世紀クラブ」の会員企業およ
び取引先企業の新入社員19名を対象に、新入社員研修会を開催しました。（4月17日）

リコージャパン株式会社と「紹介業務に関する覚書」締結
　IT・DX支援力を強化し取引先事業者の生産性向上を図ることを目的に、リコージャパン
株式会社と「紹介業務に関する覚書」を締結しました。（9月2日）

高崎信用金庫の概要 （令和6年9月末現在）

所 在 地� 高崎市飯塚町1200 -1
電　　話	 027-360-3000（代表）	
創　　立	 大正3年7月1日

会 員 数	 26,335名
出 資 金	 15億12百万円
預　　金	 5,366億円

貸 出 金	 2,141億円
店 舗 数	 29店舗（うち出張所3）
役職員数	 344名

新入社員研修会

　地球にやさしく、社会と融和した金融機関を目指し、
さまざまな環境保全活動に取り組んでいます。

CO₂を排出しない電気自動車

たかしんの脱炭素への取組み
　たかしんでは令和5年11月に「たかしん脱炭素化宣言」
を制定し、脱炭素化への取組みを推進しています。令和6
年9月には、太陽光発電設備を倉賀野支店に設置し、同支
店で使用する電気の一部を再生可能エネルギーへ切り
替えました。

倉賀野支店に太陽光発電設備を設置

クールビズ



4.人財育成

2.地域社会の繁栄

えるぼしプラチナくるみん

高崎信用金庫は、国連が提唱するSDGs（持続可能な開発目標）の達成に貢献するため、「高崎信用金庫 SDGs宣言」を制定
しています。地域金融機関としての使命を果たし、地域の持続的発展に貢献してまいります。
SDGs（エスディージーズ）：国連が提唱する「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」の略称です。

　広く地域社会のお役に立つ活動に取り組み、地域の皆さまの豊かな暮らしのお手伝いをしています。

全店一斉クリーンアップ活動／たかさきアダプトまち美化活動
 ▶		「全店一斉クリーンアップ活動」を実施し、毎月1回店舗の周辺地域を清掃しています。
 ▶		高崎市の「たかさきアダプトまち美化活動」に賛同し、高崎市街地の清掃活動を実

施しています。（年3回）

夏休みこども金融教室
 ▶		「夏休みこども金融教室」を開催し、小学生とその保護者35名が参加しました。 参

加者はクイズでお金について学んだほか、１億円の重さやお札の数え方などを体験
しました。（8月6日）

地域行事への参加
 ▶		第50回高崎まつりに役職員222名が参加し、神輿を担いで、祭りを盛り上げました。
（8月24日）

「上野三碑かるた大会」の開催
 ▶		上野三碑の価値や魅力を伝える「上野三碑かるた」を

通して、郷土愛を醸成し、継承していくことを目的と
して、「上野三碑かるた大会」を開催しました。役職員
237名が参加し、熱戦を繰り広げました。（7月27日）

かるた大会決勝戦

夏休みこども金融教室

高崎まつり

　すべての職員が輝くための組織づくりに向けて、人材育成やワークライフバランスの充実に取り組んでいます。

地域の未来を担う人材に対する取組み
　地域の持続的な発展には、未来を担う若手人材の育成が重要です。
　たかしんでは、高崎市内の大学・短大を対象にしたビジネスプランコンテスト
を開催し、事業に関するアイデアを発表する機会を提供しています。
　また、群馬県内で開催される起業家発掘プロジェクトに参加する高崎工業高
校の生徒を対象に、創業に関する知識を身につけるための特別授業を実施しま
した。（7月29日）

かるた大会優績者の表彰

高崎工業高校での特別授業

階層別研修メンター制度

　メンター制度の充実や階層別研修の実施など、地域や 
地域のお客さまの課題解決を担う人材の育成に注力して
います。

　仕事と家庭の両立支援や、職員の健康保持に対する制度
を整え、職員一人ひとりがいきいきと働き、能力を発揮でき
る環境づくりに努めています。



令和6年度上半期の業績

預金・貸出金の状況

損益の状況

自己資本の状況

製造業 9.1%
卸売業・小売業 
7.6%

不動産業 
19.2%

各種・サービス業 
9.6%

金融業・保険業 4.7%

地方公共団体
10.7%

個人 23.8%

医療・福祉 2.9%

その他 3.2%

建設業 8.8%
2,141億円
（令和6年9月末）

▶貸出金業種別内訳 貸出金業種別内訳、構成比� （単位：残高 百万円、構成比 ％）
令和6年3月末 令和6年9月末

残 高 構 成 比 残 高 構 成 比
製 造 業 19,907 9.0 19,562 9.1
農 業 、 林 業 434 0.2 414 0.1
漁 業 0 0.0 0 0.0
鉱業、採石業、砂利採取業 240 0.1 228 0.1
建 設 業 20,270 9.2 19,030 8.8
電気・ガス・熱供給・水道業 136 0.0 80 0.0
情 報 通 信 業 244 0.1 322 0.1
運 輸 業 、 郵 便 業 6,199 2.8 5,896 2.7
卸 売 業 、 小 売 業 16,574 7.5 16,364 7.6
金 融 業 、 保 険 業 10,112 4.6 10,124 4.7
不 動 産 業 40,672 18.5 41,152 19.2
物 品 賃 貸 業 942 0.4 989 0.4
学術研究、専門・技術サービス業 1,746 0.7 1,724 0.8
宿 泊 業 468 0.2 463 0.2
飲 食 業 3,067 1.4 2,947 1.3
生活関連サービス業、娯楽業 3,126 1.4 3,083 1.4
教 育 、学 習 支 援 業 1,264 0.5 1,376 0.6
医 療 、 福 祉 6,251 2.8 6,258 2.9
そ の 他 の サ ー ビ ス 9,921 4.5 10,011 4.6

（ 小 計 ） （141,581） （64.4） （140,030） （65.4）
地 方 公 共 団 体 26,026 11.8 22,934 10.7
個人（住宅・消費・納税資金等） 52,043 23.6 51,146 23.8
合 計 219,651 100.0 214,111 100.0

自己資本の構成� （単位：百万円）
令和6年3月末 令和6年9月末

コア資本に係る基礎項目の額 （イ） 23,096 23,592
普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額 22,959 23,353
一 般 貸 倒 引 当 金 コ ア 資 本 算 入 額 137 238

コア資本に係る調整項目の額 （ロ） 282 295
自己資本の額　　（イ）−（ロ） （ハ） 22,814 23,297
リスク・アセット等の額の合計額 （ニ） 198,899 196,515
信 用 リ ス ク・ア セ ット の 額 の 合 計 額 189,115 186,731
オ ペレ ー ショナ ル・リスク 相 当 額 の 合 計 額÷8 ％   9,784 9,784

自己資本比率   （ハ）／（ニ） 11.47% 11.85%
（注）  令和6年9月末の計数は、仮決算に基づく概数値を表示しています。
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▶預金残高� （単位：億円）
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▶貸出金残高� （単位：億円）

（単位：百万円）
令和5年9月期 令和6年9月期

業 務 純 益 393 334
実 質 業 務 純 益 355 435
コ ア 業 務 純 益 413 487
コア業務純益（投資信託解約損益を除く。） 389 487
経 常 利 益 217 416
当 期 純 利 益       203 400

（注） １．業務純益＝業務収益一（業務費用一金銭の信託運用見合費用）
 ２．実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額
 ３．コア業務純益＝実質業務純益 一国債等債券損益

0

150

200

250

11.47% 11.85%11.32%

自己資本額自己資本比率

※バーゼルⅢ（国内基準）に基づき算出しています。
令和6年9月末の自己資本比率は、国内基準である4％を大きく上回る11.85％となっています。
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▶自己資本比率と自己資本額� （単位：億円）



信用金庫法及び金融再生法に基づく債権の状況

有価証券の状況

その他有価証券� （単位：百万円）

種 類
令和6年3月末 令和6年9月末

貸借対照表計上額 取 得 原 価 差 額 貸借対照表計上額 取 得 原 価 差 額

貸 借 対 照 表 計 上 額 が
取得原価を超えるもの

株 式 − − − − − −
債 券 3,769 3,755 14 2,091 2,084 6

国 債 2 2 0 − − −
地方債 2,505 2,501 3 1,001 1,000 0
社 債 1,262 1,251 11 1,089 1,083 6

そ の 他 16,594 15,731 862 15,137 14,417 720
小 計 20,364 19,486 877 17,228 16,501 727

貸 借 対 照 表 計 上 額 が 
取得原価を超えないもの

株 式 − − − − − −
債 券 59,920 65,680 △5,759 57,765 64,492 △6,727

国 債 38,191 42,997 △4,806 37,351 42,986 △5,634
地方債 5,021 5,256 △234 4,820 5,086 △265
社 債 16,708 17,426 △718 15,593 16,420 △826

そ の 他 54,180 58,015 △3,834 55,352 58,891 △3,539
小 計 114,101 123,695 △9,594 113,117 123,383 △10,266

合 計 134,465 143,182 △8,716 130,345 139,885 △9,539
（注） １.   貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。
 2.  上記の「その他」は、外国証券および投資信託等です。
 3.  市場価格のない株式等は本表には含めておりません。

満期保有目的の債券� （単位：百万円）

種 類
令和6年3月末 令和6年9月末

貸借対照表計上額 時 価 差 額 貸借対照表計上額 時 価 差 額

時 価 が 貸 借 対 照 表
計 上 額 を 超 え る も の

国 債 − − − − − −
地 方 債 − − − − − −
社 債 − − − − − −
そ の 他 1,000 1,132 132 1,000 1,106 106
小 計 1,000 1,132 132 1,000 1,106 106

時 価 が 貸 借 対 照 表
計上額を超えないもの

国 債 − − − − − −
地 方 債 − − − − − −
社 債 1,167 1,157 △9 1,131 1,103 △27
そ の 他 − − − − − −
小 計 1,167 1,157 △9 1,131 1,103 △27

合 計 2,167 2,290 122 2,131 2,210 79
（注） 1.時価は、期末日における市場価格等に基づいております。 

2.上記の「その他」は、外国証券です。

市場価格のない株式等� （単位：百万円）
令和6年3月末 令和6年9月末

貸借対照表計上額 貸借対照表計上額
非上場株式 147 147

※売買目的有価証券および子会社・関連会社株式については該当ありません。
本誌に記載の金額および比率は、単位未満を切り捨てて表示しています。

●�破産更生債権及びこれらに準ずる債権
 破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥ってい

る債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です
●�危険債権
 債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従

った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です
●�要管理債権
 三月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権に該当する貸出金です
●�正常債権
 債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権です（破産更生債権及びこれらに準

ずる債権、危険債権、要管理債権を除く）

（単位：百万円）
令和6年3月末 令和6年9月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 1,528 1,283
危 険 債 権 4,950 5,333
要 管 理 債 権 1,797 1,408

（ 小 計 ） （8,276） （8,025）
正 常 債 権 212,580 207,131
合 計 220,857 215,156
不 良 債 権 比 率 3.74% 3.73%

（注) 令和6年9月末の計数は、仮決算に基づく概数値を表示しています。



相談プラザのご案内	〜土・日も営業中！お休みにゆっくり相談してみませんか〜
住宅ローン、自動車ローン、教育ローンなど各種個人ローンに関するご相談・受付。年金や資産運用に関するご相談。

　高崎市貝沢町	1283-1　たかしん貝沢支店内
住　所

営業日
　平日および土・日曜日（※12月31日〜1月3日と祝日は休業となります）

営業時間
　平	日		9：00〜19：00　土・日	10：00〜17：00

　0120-603-796
フリーダイヤル	〜お電話でもお気軽にご相談いただけます〜

発行：令和6年11月

店舗ネットワークと営業地域

本誌は環境に配慮した、
植物油インキを使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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の営業エリア

１ 本店営業部高崎市飯塚町1200-1　☎027（360）3111 11 井野支店高崎市井野町1086　☎027（361）7024 21 矢中支店高崎市矢中町28-1　☎027（347）6111

２ 本店営業部田町出張所
＊1

高崎市田町18　☎027（322）3202 12 西支店高崎市片岡町3-5-3　☎027（325）7811 22 群馬町支店高崎市金古町1319-1　☎027（372）1711

3 本店営業部高崎市役所出張所高崎市高松町35-1　☎027（325）6404 13 前橋支店前橋市城東町1-4-1　☎027（233）3511 23 箕郷支店高崎市箕郷町西明屋91-4　☎027（371）2841

4 南支店高崎市あら町1-14　☎027（322）2816 14 前橋南支店前橋市南町4-6-1　☎027（223）1230 24 六郷支店高崎市筑縄町49-1　☎027（361）3550

5 北支店高崎市住吉町5　☎027（322）3980 15 豊岡支店高崎市上豊岡町202-1　☎027（327）3833 25 下豊岡支店
＊1＊2

高崎市下豊岡町1044　☎027（326）8922

6 飯塚支店高崎市飯塚町198-2　☎027（362）4110 16 新前橋支店前橋市古市町1-46-5　☎027（253）1217 26 佐野支店高崎市上佐野町693-5　☎027（324）7311

7 倉賀野支店高崎市倉賀野町1077-11　☎027（346）2326 17 高崎市場支店高崎市下大類町1258　☎027（352）5481 27 石原支店高崎市石原町3965-1　☎027（324）7444

8 室田支店高崎市下室田町1143　☎027（374）1155 18 中居支店高崎市上中居町719-5　☎027（323）5911 28 吉井支店高崎市吉井町池1479-7　☎027（387）7010

9 室田支店里見出張所
＊1

高崎市中里見町69-7　☎027（374）5800 19 浜川支店高崎市浜川町135-1　☎027（344）1722 29 玉村支店佐波郡玉村町福島300-1　☎0270（64）3411

10 東支店高崎市江木町31　☎027（322)6206 20 貝沢支店高崎市貝沢町1283-1　☎027（361）4121

＊1 窓口休業時間（11:30〜12:30）がありますが、ATMはご利用いただけます。
＊2 預金特化型店舗のため、ご融資のお申し込みやご相談は、豊岡支店で承ります。


